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主な活動（５月）

５月20日(水)、㈱エージェント東京本
社オフィス（渋谷区）で「Co-creation
SUZUKA!!～公民共創コミュニティで拓
く地域の未来～」を開催し、すずかプロ
モーション部の大学生や若手社会人、
SUZUKA＠TOKYOプロジェクト賛同企
業の社員ら計31名が参加しました。

当日は、東京事務所職員から鈴鹿市の
現状や課題を説明した上で、賛同企業２
社から、多様化・複雑化する地域課題の
解決に向けた取組の紹介や現場の最前線
のリアルな状況などについてそれぞれ発
表いただきました。

㈱エージェントで公民共創コミュニ
ティを担当する佐藤彩香さんからは、自 ●大学訪問(１日、11～15日、28日)

●企業訪問(11日、21日)
●国会議員会館訪問(11日)
●公民交流イベント「ふるのばMeet」参加

(12日)
●HLAB COLLEGE視察(15日)
●MIRAI LAB PALETTEワークショップ参加

(18日)
●企業セミナー・交流会～今後の日本の成⾧

戦略について～ in Tokyo参加(21日)
●みえフェスイベント「まごころお届けみえ

2026」参加(23日)

渋谷で公民共創をテーマにした交流会を開催
賛同企業２社と連携し、地域の課題解決策について意見交換

治体と企業の共創で生まれた地域課題
の解決事例や仕事のやりがいについて
自らの経験をもとにお話いただきまし
た。

また、㈱協同代表取締役副社⾧の斉
藤剛史さんをはじめ、同社の皆さんか
らは、本市との包括連携協定に基づく
スポーツや健康増進事業を通じた地域
活性化の取組などについて紹介いただ
きました。

その後、各社から発表いただいた公
民共創の取組事例を参考に、参加者の
皆さんに、鈴鹿の魅力や資源と企業の
強みを掛け合わせた取組について、ア
イデア出しを行っていただきました。

参加者からは、ふるさと納税の返礼
品にサブスク型で旬のものを提供する
仕組みや、お伊勢参りの観光客を市内
に呼び込むアイデアなどの提案を発表
いただき、若者目線で地域の課題解決
策を考える機会になりました。

学生など31名が参加

参加者の
皆さん


